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パート１
診療報酬改定とリハ



回復期リハ病院





２０１６年診療報酬
改定とリハ





急性期病棟における
リハビリ強化

ADL維持向上体制等加算





２０１４年診療報酬改定







２０１４年改定で導入さ
れたADL維持向上等体制加
算は普及しなかった！



２０１６年診療報酬改定
ADL維持向上等体制加算の見直し

• 急性期の早期からのリハビリを促すため、施設基
準を厳格化して評価25点から80点に引き上げる

• 多職種のカンファレンスで、患者の退棟後の環境
やリスク、機能予後についての患者の理解、患者
の希望などを把握し、共有することが求められる

• 施設基準では、常勤理学療法士、常勤作業療法士
または常勤言語聴覚士で、専従が2人以上または、
専従1人、専任1人以上を配置

• 専従か専任者を含む5人以下の常勤理学療法士を定
めた上で、実際にいずれかが6時間以上該当病棟で
勤務した日に算定可能。





回復期リハ
初台リハビリテーション病院

石川誠先生















回復期リハビリ病棟の
アウトカム評価による質の高いリハビリ

•リハビリの実績が一定の水準を満たさない場合
は、1日6単位を超える疾患別リハビリ料を回復
期リハビリ病棟入院料に包括する。
• 対象は、過去6カ月に疾患別リハビリの1日平均実施
数が6単位以上で、10人以上が算定した回復期リハ
ビリ病棟

• 退棟した全ての患者について、下記(1）の総和を(2)
の総和で割った数字が27未満の場合に包括する
• (1)機能的自立度評価（FIM）の運動項目で、退棟時の得点
から入棟時の得点を控除した数

• (2)各患者の入棟から退棟までの日数を患者の入棟時の状
態に応じた算定上限日数で割った数

• 一部の患者については、対象から除外して計算する。





http://www.medwatch.jp/wp-content/uploads/2015/12/スライド31.jpg




FIMとは？

• ＦＩＭ
• 機能的自立度評価表

(Functional Independence 
Measure)

• 1983年にGrangerらに
よって開発されたADL評
価法

• 特に介護負担度の評価
が可能であり、数ある
ＡＤＬ評価法の中でも、
最も信頼性と妥当性が
あると言われ、リハビ
リの分野などで幅広く
活用されている。







維持期・生活期リハ





疾患別リハと算定日数上限の
導入（2006年診療報酬改定）

心大血管 脳血管疾患等 運動器 呼吸器

リハビリテーショ
ン料（I）

250点 250点 180点 180点

リハビリテーショ
ン料（II）

100点 100点 80点 80点

標準的リハビ
リテーション
実施日数

150日 180日 150日 90日

「長期間における効果が明確でないリハビリテーション」の指摘から、疾患毎に算定日数上限を設定する。

＊ 「長期間における効果が明確でないリハビリテーション」の
指摘から、疾患毎に算定日数上限を設定する。



リハ難民問題（2006年）



「医療保険での維持期リハビリには一定のニーズがあり、介護保険への移行が難しい。
しかし、現状を追認していると、収拾がつかなくなる」







目標設定等支援・管理シート





パート２
介護報酬改定とリハ









活動と参加に焦点を当てたリハビリ







ＡＤＬとＩＡＤＬ

























活動と参加に焦点を
当てたリハビリを！
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地域医療構想



２０１８年同時改定へ向けて

•急性期病棟リハのさらなる強化が必要
• 発症直後のリハが患者予後を決める

•回復期リハビリにおけるアウトカム評価のさら
なる強化
• 回復期リハは絞りこまれるだろう

•回復期から維持期・生活期リハへの円滑な移行
と介護リハの充実強化が課題

•介護リハの目指すべきは「活動と参加のリハビ
リ」



２０２５年へのカウントダウン
～地域医療構想・地域包括ケアはこうなる！
～

•武藤正樹著

•医学通信社

•Ａ５判 ２７０頁、２８００
円

•地域医療構想、地域包括ケア
診療報酬改定、２０２５年へ
向けての医療・介護トピック
スetc

• 2015年9月発刊



ご清聴ありがとうござい
ました

本日の講演資料は武藤正樹のウェブサイトに公開し
ております。ご覧ください。

武藤正樹 検索 クリック

ご質問お問い合わせは以下のメールアドレスで
gt2m-mtu@asahi-net.or.jp

国際医療福祉大学クリニックhttp://www.iuhw.ac.jp/clinic/
で月・木外来をしております。患者さんをご紹介ください

フェース
ブックで
「お友達募
集」をして
います

mailto:gt2m-mtu@asahi-net.or.jp
http://www.iuhw.ac.jp/clinic/

